
第７章　同和教育

第１節　羽合町同和教育研究会の発足


　人間が人間らしく生きていくことを大切にしあいながら、暮らしの中の偏見や差別を解消する方法を確かめあい、深めていくことは、極めて大切なことである。言い換えれば、わたしたち一人ひとりの幸せを求めていくことが同和教育の基本理念である。

　日本の社会が、歴史的発展をしていくなかで、封建社会の身分制度が形成され、その最も低い身分として被差別部落がつくられ、長い間、経済的にも文化的にも、社会的にも低い状態を脱し切れず、現在もなお市民的権利と自由が不完全にしか保障されていないという重大な社会問題がある。

　民主化の進む現代社会で、このように基本的人権が犯され続いていくことはとうてい放置されるべきものではない。


　羽合町同和教育研究会（町同研）は、町民に部落問題について正しい知識を広げ、差別から完全解放を目指す同和教育を進めることを目的に、昭和４６年７月に結成され、初代会長に宮本良吉（久留）が選出された。


　結成当時の重点目標は、①指導者研修の開催、②資料提供、③部落座談会の開催、④講演会の開催があげられる。


　その後、同和教育の普及、組織の充実が進むなかで、平成元年５月、住民一人ひとりに、同和問題の正しい認識を深めるため、家庭、学校、職場、地域と相互連携を密にし、人間尊重の精神をより確かなものにするため、また同和教育を総合的に推進するため、名称を羽合町同和教育推進協議会に改めた。

